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中小企業における「ストレス要因」，「ストレス反応」および
「バーンアウト症候群」指標の関連
谷原弘之 　田口豊郁
緒 　 　言
中小企業では，従業員一人にかかる業務負担が大
きく，また業務の量および質が景気に変動されやす
い．従業員一人一人の精神的健康に与える中小企業
の特質による影響は大きいと考えられる．
菊岡ら（		）は，中小・零細企業と大企業の従
業員のストレス状況を比較し，中小・零細企業の方
が，仕事の量的負担が大きい，コントロール度
が高い，一方， 人間関係に難しさがあると報告
している．さらに，少人数職場で精神的健康を保つ
ことの困難さを指摘している．
こうした状況の中で，本研究は，従来，ヒューマ
ン・サービス職の現場で問題となっているバーンア
ウト（）について，中小企業で発生する可
能性について検討した．
バーンアウトは，	年代に に
よって提唱され ，意欲的・献身的に働いていた人々
が，疲労，消耗し，様々な心身症状を示す職業性ス
トレスの つとされている．	年代以降は，バー
ンアウトの測定尺度が開発をされ，中でも
  は， ! "#$（!"）
を開発し，バーンアウトを「情緒的消耗感」「脱人格
化」「個人的達成感の低下」の つの側面をもつ症候
群として概念を整備した ．
本研究では，地方都市のごく一般的な中小企業の
従業員で，「ストレス要因」，「ストレス反応」および
「バーンアウト症候群」がどのような関係を有する
のかという点について，顧客への対人サービスが存
在する「営業・販売・開発」と，対人サービスがな
い「製造」とについて比較し検討した．
調査方法としては，職業性ストレス簡易調査票
と，日本版バーンアウト尺度（久保，）を使
用した．その結果，「営業・販売・開発」はストレス
要因群に対してバーンアウトに有意な相関があり，
「製造」はストレス要因群とストレス反応群に対して
有意な相関が認められた．本研究は一事業所の例で
はあるが，顧客への対人サービスが存在する部署で
は，バーンアウトが起こりうる可能性を示唆しうる．
方 　 　法
．対象者と方法
地方都市%県にある中小企業 ヶ所に勤務をする
従業員&人（男：	人，女：人）を対象者とした．
回収率			'であった．調査は，		
年 月 
日
 月日の期間に自記式質問紙法によって行った．
分析対象者の平均年齢および標準偏差は，（歳）
（年齢記入漏れの 人を除く）であった．
．調査票についての倫理的配慮および回収方法
調査票には，調査の意義，プライバシーの保護を
明記し，かつ自由意志であること，回答しないこと
による不利益がないことを文章で示した．調査票は，
調査者が企業に持参し，社員研修の中で実施した．
当日の欠席者 人は，後日郵送にて回収した．
．調査内容
調査票には，職業性ストレス簡易調査票と，日本
版バーンアウト尺度（久保，）を使用した．職
業性ストレス簡易調査票の質問項目は，項目で &
点法を使用した．日本版バーンアウト尺度は項目
で構成され，一部加筆修正（「患者」という表現を
「お客様」に 箇所変更）をして用い，点法で回答
を求めた．
．データの整理と分析
職業性ストレス簡易調査票から得られたデータを，
下位尺度として，［ストレス要因］に関する 項目
（ 仕事の量的負担， 仕事の質的負担， 身体的
負担，&対人関係でのストレス，職場環境による
ストレス，
仕事のコントロール度，技能の活用
度，仕事の適性度，働きがい）と，［ストレス反
応］に関する 
項目（ 活気，イライラ感，疲
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労感，&不安感，抑うつ感，
身体愁訴）につい
て，マニュアルに従って分類した ．
また，日本版バーンアウト尺度は，項目（ 情
緒的消耗感， 脱人格化， 個人的達成感の低下）
について，マニュアルに従って分類した ．
分析は，「製造」に関わる労働者人と，「営
業，販売，開発」に関わる人に分け（所属部署の
記載もれの 人は除外した），ストレス要因，ストレ
ス反応，バーンアウトの相関をそれぞれ求めた．分
析には，統計ソフト ()(( &	 * +,-を用
い，)の相関係数を算出し検討を加えた．
結 　 　果
職業性ストレス簡易調査票の集計結果から，仕事
のストレス判定図を作成した．この判定図では，仕
事のストレス要因から予想される健康問題のリスク
を総合健康リスクとし，全国平均が		点としてあら
わされている．総合健康リスクが		点以上であれ
ば，健康問題のリスクが全国平均よりも高く，低け
ればリスクも低い．この企業の総合健康リスクは，
「会社全体」では	点（図 ），「製造」は	点（図
），「営業・販売・開発」は点（図 ）であった．
図  仕事のストレス判定図（会社全体）
図  仕事のストレス判定図（製造）
図  仕事のストレス判定図（営業・販売・開発）
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職業性ストレス簡易調査票のストレス要因群 項
目と，ストレス反応群 
項目の相関係数を求めた．
ストレス要因群のうちストレス反応群の 
項目中 &
項目以上と有意な相関があったものは，「製造」では
「身体的負担」「職場環境によるストレス」の 項目
であり（表   ），「営業・販売・開発」では「仕事
のコントロール」の 項目であった（表   ）．
ストレス要因群 項目に対し，バーンアウト群 
項目と有意な相関があったものが，「製造」では「仕
事の適性度」「働きがい」の 項目（表   ），「営
業・販売・開発」では「仕事のコントロール」「仕事の
適性度」「働きがい」の 項目であった（表   ）．
また，ストレス反応群に対し，バーンアウト群 
項目が有意な相関を示したが，「製造」では相関を
示すものは認められず（表   ），「営業・販売・開
発」では「活気」の 項目であった（表   ）．
考 　 　察
仕事のストレス判定図から，この中小企業では「会社
全体」の総合健康リスクは	点で，ほぼ全国平均の
		点と同一であった．また，「製造」は	点で全国
平均を上回り，「営業・販売・開発」は点で全国平均
を下回っていた．「会社全体」，「製造」，「営業・販売・
開発」とも，全国平均の		点前後であり，全国の平
均的な中小企業であると考えられた．企業内の比較で
は，「製造」の方がストレスが高いことが示唆された．
「製造」と「営業・販売・開発」を比較すると（表
&），ストレス要因群に対してのストレス反応群の相
関では，「製造」の方が高く，バーンアウト群は「営
業・販売・開発」の方が高かった．
ストレス反応群に対するバーンアウト群の相関で
は，「営業・販売・開発」の方が高かった．
同一中小企業内であるにも関わらず，ストレス要
因群に対しての相関が，「製造」ではストレス反応群
に有意であり，「営業・販売・開発」ではバーンアウ
ト群に有意であった
「製造」は，職場環境によるストレス要因が身体
へストレス反応として出やすく，「営業・販売」では
顧客への対人サービス，「開発」では外部研究者と
の協同作業が，バーンアウトとして現れやすいこと
が示唆された．「営業・販売・開発」においては，こ
れまでバーンアウトの起こりやすい職種とされてい
た，ヒューマン・サービス職に近い現象が起こって
いると推察できる．
表    ストレス要因とストレス反応の相関係数（製造）
表    ストレス要因とストレス反応の相関係数（営業・販売・開発）
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表    ストレス要因とバーンアウトの相関係数（製造）
表    ストレス要因とバーンアウトの相関係数（営業・販売・開発）
表    ストレス反応とバーンアウトの相関係数（製造）
表    ストレス反応とバーンアウトの相関係数（営業・販売・開発）
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表  「製造」と「営業・販売・開発」の比較
今回の調査は，一事業所ではあったが，平均的な中
小企業でも対人サービスを提供する部署では，バー
ンアウトが起こる可能性が示唆された．こうした点
からも，中小企業でも今後予想される従業員のバー
ンアウト対策を，検討する時期に入っていることが
示唆できる．
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